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好物の一つが牛のステーキであったこと、魚
を口にしていたことも思い出した。これは矛
盾なのか、それとも……。とまれ、単純な動
物愛護の作品などではない深さが、ドリトル
先生シリーズにはある。
　就職して最初のボーナスで、ドリトル先生
シリーズを 12冊セットで買った。初めて読
んだ時のワクワクする気持ちが、本を手にす
るとよみがえってきた。この 12冊は、チャ
ペックのお医者さんと一緒に、いまも自宅の
書棚に鎮座している。
　なお、エディ‐マーフィの演ずる映画のド
リトル先生は、ロフティングの作品とは別物。
見ている分には、面白いが……。
　あちこちの図書館で、このほかにも多く
の本に出会ってきた。仕事で図書館を使うよ
うになってからは、専門の歴史書がどうして
も中心になるものの、愛大のような開架式の
図書館では本の森の冒険をしたくなる。その
時は、目的の本探しがだんだん意識から遠ざ
かっていって、そこにいるだけで楽しくなっ
てしまう自分がいる。本探しと、本を読むこ
とが自己目的化されていくのがよくわかる。
自分の家でも、探しているはずの本が見つか
らない時、探しながらほかの本に目がいって
しまい、結局別の本を引っ張り出して読んで
いることがよくある。それが、元々探してい
た本と何の関係もないことは、しょっちゅう
である。本に触れていれば、それでウキウキ
してくる。仕事の道具としての本でも、なで
回したりページをさすったり。辞書などは、
手になじんでくると親しい友人のようだ。そ
うした自分の本たちとは別に、図書館が冒険
の場所であることは、いまも変わりがない。
